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	観　点
	評価規準

	関心
意欲
態度
	●教師の音声指導に対し，積極的に声を出して発話しようとしている。
●既習の英文知識を利用して，できる限り自分の力で英文を理解しようと努めている。また十分な復習をして新しい知識を覚えようとしている。
●しっかりとした予習を行い，課題をもって授業に臨んでいる。
●世界遺産の他の例や，起こっている問題などに興味をもっている。

	表現の能力
	話すこと
	●意味の固まりごとに音読し，それを暗唱できる。
●日本語，英語のそれぞれの質問に対し，自身の文法力に応じた解答ができる。

	
	書くこと
	●単文の組み合わせだけでなく，関係代名詞や接続詞などを使ってより深い内容を書くことができる。

	理解の能力
	聞くこと
	●英語での問いに自分の英語で答えることができる。
●True or False? やActivityの設問に正しく答えることができる。
●一部聞き取れない箇所があったとしても，全体の流れをしっかりと音声から理解できる。

	
	読むこと
	●教師の指示に従って正しく本文を音読できる。
●強勢，リズム，イントネーション，区切りなどに注意して音読することができる。
●本文中の「革新者」たちの生き方について，抑揚をつけてしっかりと音読できる。ポイントとなる譲歩を表す語（While, Whateverなど）を意識して読むことができる。

	言語や文化についての知識・理解
	●一つの地域になぜ「ウルル」と「エアーズロック」という二つの名前があるのかを経緯も含めてしっかりと読み取る。
●観光地としての開発と自然環境の保護という，一見矛盾する二つの欲求をアナング族の立場から理解しようとする。


